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図２ 測定中のソフトウェア 

 

図１ 製造現場での測定実験 図３ 測定した麺の太さと重量の相関 
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応募企業では手延べ製法による乾麺の製

造にあたり、重量を計測することで麺の太

さの品質管理を行っていますが、より高度

な品質管理のために麺の太さをリアルタイ

ムに取得したいという要望がありました。 

 

 
最終的な乾麺の太さの不揃いの要因は麺

を 2本の管竹に８の字状に編み込むカケバ

製造の時点での太さの不均一ですが、これ

を測定するためには非接触で連続的に測長

する機器が必要です。そのような製品は、

市販されておらず、また特注品は高価とな 

るため導入は困難です。そこで、USBカメ

ラ、パソコンと、オープンソースソフトウ

ェアを利用することで安価な測長システム

を構築し、画像処理による麺のリアルタイ

ム測長の有効性を検証しました。 

（図 1、図２） 

 

 

画像処理を使用したローコストな計測装

置を開発し、手延べ麺の細め工程での麺の

太さをリアルタイムに連続で計測しまし

た。その結果、重量との相関値で有効な値

0.45 が得られました（図３）。また、重量

では把握できない、カケバ内での太さの変

化も記録することができました。 
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